
特　集

●新学部・学科再編

●ビジネスプランコンテスト表彰！

やらまいか
エデュケーションサイト
（ＹＥＳ）始動！
昨年12月に完成したYESでは、学
生による様々なモノ作り活動が活発
に行われています。
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公開シンポジウム

1月27日（土）、「インターネットと上手につきあおう」

をテーマに平成18年度公開シンポジウムを開催しまし

た。

当日は、NTTレゾナント株式会社 取締役の大町雄一

氏と、本学物質生命科学科の志村史夫教授による基調

講演の後、パネルディスカッションを行い、参加者も

交えて活発な質疑が行われました。

記念植樹

卒業式前日の3月16日（金）、卒業生代表が大学近く

の愛野公園へ「花水木
はな み ず き

」を記念植樹しました。この植

樹は、4年間お世話になった袋井市民へのお礼として卒

業生から募った募金で一期生から毎年行われており、

今回で13本目の植樹になりました。

SIST企業セミナー

3月8日（木）、9日（金）の2日間、本学のアリーナ

でSIST企業セミナーを開催しました。景気の回復や

2007年問題（団塊世代の退職）等で企業の採用意欲は

目をみはるものがあり、2日間で159社の参加をいただ

きました。延べ約600名の学生が人事担当者との面談

に臨みました。学生は熱心な態度で参加をし、多くの

企業の方からお褒めの言葉をいただきました。

卒業式

3月17日（土）、平成18年度卒業証書・学位記授与式

を挙行し、理工学部生377名、並びに大学院生24名が

卒業しました。

卒業生を代表して、情報システム学科の高木昭佳さ

んが「大学で得た多種多様の貴重な体験と教訓を今後

の人生で上手く生かし、一人ひとり自らの夢に向かっ

て邁進していきたい」と力強く誓いました。



チャレンジハイク

5月12日（土）、毎年恒例のチャレンジハイク（クラ

ブ連合委員会主催）を開催しました。今年は晴天に恵

まれた中、大学→エコパ→愛野公園→可睡斎→大学の

約25Ｋｍに学生64名と教職員2名がチャレンジし、全

員完歩しました。

クリーンアップキャンペーン隊

5月23日（水）、クリーンアップ作戦（クラブ連合委

員会主催）を行い、学生26名が参加しました。日頃お

世話になっている住民への奉仕活動として、大学から

愛野公園付近までの道路のゴミ拾いを行いました。

入学式

4月6日（金）、平成19年度入学式を挙行し、学部

生・大学院生合わせて285名が入学しました。

新入生を代表して、情報システム学科の加藤佑里恵

さんが「大学の伝統を受け継ぎ、21世紀にはばたく科

学技術者を目指し努力します」と宣誓しました。

新入生合宿研修

4月11日（火）、12日（水）の1泊2日、つま恋（静岡

県掛川市）で新入生・編入生及び教職員合わせて339

名が参加し、新入生合宿研修を行いました。1日目は学

科別全体研修と助言教員との懇親を行い、2日目は企業

見学等を行いました。
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ミネベア㈱はミニチュアボールベアリン
グのトップメーカですが、浜松工場では、
電子部品の研究開発をしています。工場は
理工科大とは直線距離で3km足らずの近い
ところにありますが、交流が少なかったの
を残念に思っていました。
しかし、昨年8月にインターンシップで
学生を受け入れ、9月に塩田名誉学長様以
下多数の先生方が産学交流見学会で弊社工
場を見学されてからは、活発に交流させて
いただいています。
今年度からは、中堅社員5名が大学の講
義を聴講させていただいています。専門外
の基礎知識を学べる良い機会と考え導入し
ました。同じ講義でも、学生時代に比べ真
剣に学んでもらえるものと思います。
大学には、教育や研究を通して優秀な学
生を社会に送り出していただくことや、専
門的な研究成果で社会に貢献していただく
以外にも、このような地域社会への貢献も
期待しています。
豊な自然に囲まれたキャンパスで、自然
現象を使って社会に貢献できるもの

● ●

を生み
出す優秀なエンジニアを教育していただく
よう、期待しています。

ミネベア株式会社　技術本部

オプトデバイス開発部門長

江川元二さん

静岡理工科大学に期待します

平成3年度、市の「彫刻のあるまちづく

り事業」の担当として、開学された大学の

県道からの入口に野外彫刻を設置したこと

が大学と私との係りの始まりです。地域に

貢献する大学として、先生方は多士済々の

顔ぶれで所管する業務の情報提供や専門委

員等として様々な分野でお力をいただいて

きております。

大学運営においては、常に時代の先端を

見つめ、求まれる専門教育体系を積極的に

構築されるなどその旺盛なパイオニア精神

には敬服しております。現在、本市が取り

組んでいる「心ゆたかな人づくり」は、生

涯学び続けることが基本であり、こうした

体験が身近に叶えられる静岡理工科大学

は、本市の知的・文化的財産であると心強

く思っております。

今後とも、当地袋井から世界へ飛躍する

大学として益々発展されますよう心からエ

ールを送ります。

袋井市教育委員会　教育部

主席参事兼生涯学習課長

小粥保夫さん

静岡理工科大学と私

自然酵母パンと手作り料理の店「げんら

く」を営んでおります。私達がバイク好き

ということも手伝って、今まで多くの学生

が利用してくれました。話をする中で素直

な耳を持っている学生が多く、部活などに

も真剣に取り組んでいる姿が伺え将来を楽

しみにしています。

「げんらく」とは楽しさの源と書きます。

仕事も遊びも生活も思う存分楽しみたいと

思っています。夢は見るものではなく実現

するもの。私達は今から実現させる夢をい

くつか持っています。私達よりずっと若い

学生のみなさんにも無限の可能性がありま

す。本気でやれば何でもおもしろいし大抵

のことはできてしまう。もし失敗したら、

その時に対策を考えればいいのだし、助け

てくれる人も不思議に現れたりします。素

直な耳と冷静な判断力、そして骨身を惜し

まぬ行動力で楽しく生きていきましょう。

げんらく

増田　憲さん・
理江さん

夢を追いかけて

卓球同好会は、卓球技術の向上や袋井市卓球協会主催の公

式戦出場を中心に活動しています。現在は、卓球経験者から

初心者などの、幅広い人材が所属しています。もっと卓球が

うまくなりたい人はもちろん、これから卓球をやっていきた

いって思っている人にも、活動しやすい環境だと思います。

公式戦での入賞を目標に頑張っているので厳しい練習なども

行いますが、試合に出場し練習の成果が出たときは、とても

嬉しいです。そして、物事に対して一生懸命取り組むことは、

決して無駄にはならないと思います。

興味のある方は、卓球同好会が活動しているときに、体育

館までお越しください。

サークル紹介 卓球同好会 部長　雪下　哲
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機器分析は、3
年前期（平成20年
度からは2年後期）
に開講されている
科目です。物質生命
科学科は、環境・新素
材・バイオ・食品化学と広
い分野の知識を習得する学科で
す。例えば、環境･新素材分野では、水質を汚染する
重金属の微量分析などの分析には、ICP発光分光分析
や原子吸光分光分析が用いられ、新素材の構造や物性
を調べるためにX線回折装置や電子顕微鏡などを利用
します。また、バイオや食品化学では、生体物質や機
能性物質を分析するため、質量分析、核磁気共鳴装置、
高速液体クロマトグラフィーやDNAシーケンサーなど

の機器を利用します。本学「機器センター」には、環境･新素材やバイオ･食品化学の分野の実験･研究をサポート
するために充実した機器分析装置が設置されています。物質生命科学科では、学生実験で分析機器を実際に体験･
実習します。「機器分析」は、体験･実習するための基礎となる原理などを詳しく紹介･説明するための科目である
とともに、社会に出てからも役に立つ知識を習得することができます。

授業科目の紹介
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＊袴田先生　プロフィール
浜松市出身。子供の頃からラジオを聞くことが好きで、小学

校6年生の時、並四コイル、半円形のエアーバリコン、鉱石検
波器を使ってラジオを作り、電灯線アンテナで野球を聞いたこ
とを覚えています。真空管や回路について勉強したかったので、
大学では電気工学を学びました。本学に着任する以前はＮＴＴ
の横須賀研究所で海底同軸ケーブルや光ファイバを使って信号
を遠方に伝送するための研究実用化に従事していました。平成
6年に本学に着任しました。現在ではハードウェアにマイコン
やDSPを組み込んで、プログラムで動作させるいわゆる組み込
みシステムを実現するテーマに主として取り組んでいます。

ディジタル通信／ディジタル信号処理研究室
身近にある家電製品や携帯電話、パソコンの中には多くの
電子回路が組み込まれており、マイコンやDSP（ディジタ
ル・シグナル・プロセッサ）などのLSIも使われています。こ
れらのLSIは中に組み込まれたプログラムによってその動作が
決定されています。
当研究室ではマイコンやDSPを電子回路に組み込んで適切
に動作させるための構成法を、ハードウェアとソフトウェア
の両面から研究しています。またディジタル回路を実現する
ためにVHDLと呼ばれる言語を使ってICを設計する方法も研
究しています。ハードウェアの基礎をしっかりと身につけた
上で、ソフトウェアについても知見を有している幅広い知識
を備えた人材を育てたいと考えています。

研究室学生からひとこと
雪下　哲

袴田研究室ではディジタル信号／ディジタル信号処理の研究を
行っています。研究室には、多種のテキストやオシロスコープな
どの沢山の機器があり、これらを利用して様々な研究をしていま
す。研究室では5つくらいのグループに分かれ、各研究を仲間同
士協力し、充実した日々を過ごしています。研究を通じて、自分
自身の知識を高めていくことができる研究室だと思います。

電気電子情報工学科　袴田研究室
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■父母懇談会の開催
日　時：平成19年10月27日（土） 10：30～

＜大学祭1日目＞

会　場：本学300講義室（学生ホール3階）
父母懇談会では、午前に全体会と学科別懇談会、午後に個

別面談（希望者のみ）を開催します。なお、詳細なご案内は

9月にお送りする成績表に同封させて頂きます。

本年も、本学にて第７回ホームカミングデーを開催します。

当日は、豪華商品が当たる大抽選会やイベントを企画し

ています。同窓会員の皆さんのご参加をお待ちしています。

日　時：平成19年10月28日（日）11：00～12：30

＜大学祭2日目＞

会　場：本学食堂（体育厚生棟1階）

参加料：無料

■ホームカミングデーの開催



静岡理工科大学キャンパスニュース12

編
集
後
記

静岡理工科大学キャンパスニュース
平成19年7月2日発行
企画・編集・発行／静岡理工科大学広報推進部会
〒437-8555 静岡県袋井市豊沢2200-2
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2007年度がスタートし、初めてのキャンパスニュースです。本号の目玉
は、「新学部・学科再編」です。「進化」をキャッチフレーズに、静岡理工
科大学が進んでいく方向を述べることができたのではないでしょうか。ま
た、ビジネスコンテスト、大学祭実行委員長の増田さんの記事では、イキ
イキと活動している学生さんの姿を垣間見れた気がします。がんばる人に
エールを送りたいと思う今日この頃です。（H）

今年の大学祭、通称SISTIVAL’07は「今までと一味も二味

も違う」と観て感じて頂けるような催し物を企画中です。例え

ば、全日本学生フォーミュラー大会に参加したSFPのレーシン

グカーの展示、デモ走行。有志の学生達が制作した電気自動車

でのレース、ロボコンに参戦したMCFのロボットの展示。そし

て各専門分野の研究をしている教授方の研究発表など、理工科

大学の所有する広大な敷地を使用した企画や、理工科大学なら

ではの発想で様々な企画を行ないたいと考えています。

また、本学は、東海道どまんなかに位置する袋井宿にキャン

パスを構えているので、歴史と伝統のある街の袋井市や袋井市

と隣同士の市に重点をおき、積極的に地元の人達との交流をし

ています。そのことも手伝って、今年からは、地元の人たちや

大学教授の方々の協力の元、去年以上の盛り上がりが期待でき

る催し物が実現可能になりました。大学祭までは、まだ時間は

沢山ありますが、新メンバーも加わり、一足先に大学祭は進化

を遂げます。

SISTIVALメンバー一同、大学祭の成功を目標に一丸となっ

て頑張っていきますので、大学祭実行委員会そして大学祭をよ

ろしくお願い致します！大学祭実行委員長　増田加世


